
株式会社アテニア（所在地：神奈川県横浜市中区 代表取締役社長：斎藤智子）は、30代後半から慢性
化する皮膚ぐすみの原因となる「糖化」に着目し、肌表面の角層にある糖化物の蓄積を防ぐ成分を探索し
た結果、植物が育ちにくい海辺で生息することができる珊瑚草の全草から抽出したオイル成分に、高い効
果があることを発見しました。このデータは、順天堂大学大学院医学研究科 抗加齢皮膚医学研究講座に
おける共同研究として2019年9月22日～23日に開催された「日本生薬学会第66回年会」にて発表しました。
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一流ブランドの品質を、１/３価格で提供することに挑戦し続けます。

大人のくすみの原因となる「糖化」に
独自アプローチ

『珊瑚草オイル』に、新たに“糖化を抑制する高い効果”を確認

*1 超臨界抽出

天然物に含まれる有用成分を余すところなく抽出できる特殊な方法で、そのすべての機能を最大限に引き出し
ます。油に溶けやすい成分を抽出するときに多く使用されます。

＜研究の背景＞

ヒトの体は、生きるために様々な栄養成分が補充されなければなりませんが、その栄養成分の代表で
あるアミノ酸と糖は、老化に伴い結合（架橋）してしまうことで、様々な疾病の原因となります。これ
を「糖化」といいます。この「糖化」は、外的刺激からの防御機能をもつ皮膚角層においても進行する
ことが確認されており、見た目のくすみ（透明感の低下）につながることで知られています。

アテニアは、体の「糖化」を抑えることで知られているステロールに着目し、皮膚角層の糖化抑制効
果を評価した結果、ステロールの種類でその効果が異なることを確認しました。効果が高いステロール
を含む様々な植物から超臨界抽出*1したオイルを評価した結果、『珊瑚草*2オイル』に高い効果を確認し
ました。

【用語説明】

＜評価方法＞ ヒト上腕内側部からテープス

トリッピングにて採取した角
層に様々なステロールを添加
しました。その後、糖化誘導
物質グリオキサールを添加し、
糖化の進行度により、各種ス

テロールの糖化抑制効果を評
価しました。

検証①

ヒト上腕内側部から採取した角層に様々なステロールを添加し、糖化をさせたときの角層の糖

化抑制効果を評価しました。

各種ステロールの糖化抑制効果

その有効性を「日本生薬学会第66回年会」にて発表

*2 珊瑚草

アガサ科の植物で、本来植物が生息できない海辺で生息できることから、

高い生命力とともに、外的環境の変化に対応できる特性を有していることで
知られる植物です。
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【結論】 ①、②の結果から、様々なステロール含有植物オイルの中でも、珊瑚草に含まれる

オイル成分は、角層の糖化を抑制する効果が優位に高いことが確認されました。

これにより、「糖化」による肌のくすみへの改善効果が期待されます。

＜評価方法＞ 検証①と同様の方法で、検証

①で効果が確認されたステロ
ールを含む、植物の超臨界抽
出オイルの糖化抑制効果を評
価しました。

＜結果＞ 図2.のように珊瑚草から抽出

したオイルに高い糖化抑制作
用を示しました。

ステロール類を含む植物オイルの糖化抑制効果検証②

①で抑制傾向が高かったステロール類を多く含む様々な植物の超臨界抽出法（ステロール類を

効率的抽出）により得られた植物オイルの糖化抑制効果を評価しました。

アテニアはこの研究結果を、今後のスキンケア商品に広く応用していきます。

珊瑚草は、海辺に育つ植物で海と陸の両方の特性を有し、海の植物に多く含まれる

“フコステロール”と、陸の植物に多く含まれるステロール類を含んでいます。

本効果は、これらの成分の複合的な効果によるものと考えています。

株式会社アテニア 営業戦略本部 通販営業部

広告企画グループ PR担当

間崎 美佐（ mimasaki@fancl.co.jp）

TEL : 045-226-1634、FAX : 045-226-1459

アテニア美容相談室

フリーダイヤル 0120-165-333
受付時間 9:00-21:00(平日・土）、9:00-17:00(日・祝日）

HP :

＜一般のお客様からの商品に関するお問合せ先＞本件に関する報道関係の皆様からのお問合せ先

■アテニアとは
バブル全盛期の1989年、「良いと言われる化粧品は高くて続けられない」という女性たちの本音を受けとめ、

それまでの化粧品の常識を覆し、「一流ブランドの品質を1/3価格で提供する」という

ブランドコンセプトのもとアテニアは誕生しました。

人生100年時代と言われる現代において「どれだけ美しさの寿命を

のばせるか」を課題にし、この30年間エイジングケアの専門研究を

日々進化させてきました。そして、たどりついた結論は遺伝子。進化し続ける

皮膚科学研究と遺伝子研究を味方に、美しく、イキイキと輝き続ける

一生に寄り添っていきます。

“世界中のすべての女性の毎日に、「上質を纏う幸せ」を”。素肌はもちろん、心まで豊かさを感じることができる毎日でありたい。

そうした想いから化粧品に留まらず、様々なアイテムへと波及し続け、時代をしなやかに生きる女性達を応援しています。

まと

＜結果＞ 図１に示すように、糖化誘導

により糖化促進した状態で、
各種ステロールの糖化抑制効
果を確認したところ、ステロ
ールの種類により効果が異な
ることが確認されました。
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糖化度（ｺﾝﾄﾛｰﾙを１とする）

図1．各種ステロールの糖化抑制効果
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図2．植物オイルの糖化抑制効果

糖化度（ｺﾝﾄﾛｰﾙを１とする）

（植物ｵｲﾙ無添加）


